
●シンポジウム「震災とアスベスト」
        1.17から3.11神戸－石巻二元中継
  センター事務局長　飯田勝泰　　　   …1

●被ばく労働問題に関する省庁交渉から
 　すべての福島第１原発作業員に健康管理手帳を！   …3

  
  
●今年も 移住労働者の権利のための春の行動
 マーチインマーチ2013＆省庁交渉   …6

●名古屋労職研の参加型安全衛生ワークショップに30名が参加
　　労働者自身による職場改善活動を知るワークショップ  …8

●特定化学物質障害予防規則に
 エチルベンゼン等が追加     …10

●相談から相談から
 建設組合のオルグの熱意で石綿肺がんが労災認定 建設組合のオルグの熱意で石綿肺がんが労災認定  …11

＊リレーエッセイ・・・思いがけない出来事　
   　平野　敏夫    … 12
   （センター代表理事／ひらの亀戸ひまわり診療所・医師） 

- index -
324号(2013.02‐03）



●2012年度職場改善事例発表会
        現場の参加型安全衛生活動が生んだユニークな報告が続々!!
     　　   …1

●シンポジウム
 　アスベスト被害のない被災地の復興を
-東日本大震災から２年、これからのアスベスト被害を考える集いin仙台- 
        …3

  
  
●第24回じん肺・アスベストプロジェクト開催   …6

●地球環境基金
 ベトナムでの２年目の活動が終了
　　　　参加型環境教育（WINDY）ワークショップ（第５回）を行う …8

●女性労働基準規則の改正と化学物質リスク管理
 作業環境測定結果「第三管理区分」の
 26の化学物質取り扱い職場で就労禁止に   …10

＊新リレーエッセイ・・・思い出のラジオ　
   　高山　俊雄    … 12
   （センター事務局／ひらの亀戸ひまわり診療所） 

- index -
325号(2013.04)



《センターから》
●第12次労働災害防止計画がスタート
        死亡者数、死傷者数とも15％減の数値目標設定
  センター事務局長　飯田勝 泰   …1

●東京労働安全衛生センター第14回通常総会開催される 
        …3

  
《活動報告》  
●震災アスベストプロジェクト・・・福島で調査開始  …8
●全国じん肺患者同盟
　　常磐炭田北茨城支部、東京東部支部　次々に総会開催  …9
●外国人支援ネットワーkameidoで
　　国際フェスタCHIBAに出店

●第86回日本産業衛生学会でTOSHCから３題発表   …10
　＊ガラスリサイクル工場の参加型改善活動で
 グットプラクティス奨励賞を受賞    …11

《相談から》
●平均賃金確認で１年待たされたじん肺患者さん   …12

●元建設業従事者が「ひまわり診療所」へ労災申請等の相談に!? …14

＊リレーエッセイ・・・思い出のラジオ　
   　仲尾　豊樹（センター事務局）  …16

- index -

【職場改善事例発表会で、知的障害者施設での改善成果を発表する。2013年4月19日）】【職場改善事例発表会で、知的障害者施設での改善成果を発表する。2013年4月19日）】

326号(2013.05)



《センターから》
●第10回被ばく労働に関する関連省庁交渉を行う
規制指針に緊急事態対応が未整備－問われる福島原発事故の教訓
  センター事務局長　飯田勝 泰   …1

●脳・心臓疾患と精神疾患の労災補償状況
　－精神は仕事内容・仕事量の（大きな）変化が最多  …4
  
  
●６月29日クボタショック8周年集会    …6

《活動報告》

　　 亀戸・向島の両監督署への6月4日要請行動
 6月８日江東クロムウォッチングに参加   …8

 全村民避難の飯舘村を訪ねました    …９

●有機溶剤の対策に求められること＊私感
　第１回　有害化学物質禁止を促したヘップサンダル事件  …10

＊リレーエッセイ・・・思い出のラジオ　
   　内田　正子（センター事務局）  …12

- index -

■

東
京
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
江
東
区
に
あ
る
東
京
有
明
医
療
大
学

の
看
護
学
生
（
第
４
学
年
）
５
名
の
統
合
実
習
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
、
午
前
中
に
当
セ
ン
タ
ー
活
動
に
つ

い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
飯
田
事
務
局
長
が
行
っ
た

後
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
作
業
環
境
測
定
の

実
習
を
仲
尾
が
行
い
ま
し
た
。
１
グ
ル
ー
プ
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
位
相
差
顕
微
鏡
に
よ
る
分
析
と
濃

度
計
算
、
２
グ
ル
ー
プ
は
中
小
企
業
を
訪
問
し
、

有
機
溶
剤
作
業
環
境
測
定
の
体
験
で
し
た
。

そ
の
後
、
江
東
区
議
会
議
員
の
中
村
ま
さ
子
さ
ん
か
ら
、
４
０
年
以
上
前
に
ク
ロ
ム
精
錬
工
場
・
日

本
化
学
工
業
が
大
島
地
区
等
に
投
棄
し
た
六
価
ク
ロ
ム
が
、
中
和
処
理
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
下

水
に
漏
れ
出
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
ク
ロ
ム
試
験
紙
を
用
い
当
セ
ン
タ
ー
で
採
取

し
た
下
水
の
定
性
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
７
月
４
日
は
、
５
人
全
員
で
埼
玉
県
加
須
市
の
家
具
製
造

工
場
で
作
業
環
境
測
定
を
実
施
し
ま
し
た
。
以
下
は
参
加
し
た
学
生
さ
ん
か
ら
の
感
想
で
す
。

　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

●

ア
ス
ベ
ス
ト
は
建
設
、
解
体
業
者
の
み
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
実
習
で
周
囲
の

住
民
た
ち
へ
の
被
害
も
あ
る
こ
と
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
影
響
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
必
要
性
を
知

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 (

青
木
美
里)

●

作
業
環
境
測
定
に
２
回
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
工
場
の
風
向
き
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
観
察
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
工
場
で
何
が
作
ら
れ
、
ど
ん
な
材
料
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
考
え
て
、
安
全
衛
生
を
考
え
な
が
ら
、

労
働
者
の
健
康
を
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。(

船
村
佑
子)

●

仕
事
で
毎
日
同
じ
作
業
を
行
っ
て
し
ま
う
と
ど
う
し
て
も
危
険
に
つ
い
て
感
覚
が
鈍
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
現
場
を
客
観
的
に
見
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
で
、
労
働
災
害
を
な
く
し
、
予
防
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
労
働
者
の
安
全
を
守
る
た
め
に
（
セ
ン
タ
ー
は
）
と
て
も　

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。   (

米
倉
佐
織)

●

職
場
や
環
境
の
中
で
活
動
や
生
活
を
し
て
い
て
も
、
目
で
見
え
な
い
こ
と
や
、
に
お
い
が
し
な
い
な
ど
、

実
感
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
健
康
や
労
働
安
全
が
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
学
び
、
そ
の
た
め
に
は
科
学
的
な
検
証
を
行
っ
た
り
、
数
値
的
な
デ
ー
タ
を
見
て
、
改
善
に
つ

な
げ
る
と
い
う
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。   (

渡
辺
葉
子)

●

大
学
内
で
も
作
業
環
境
測
定
を
行
な
っ
た
が
、
今
回
の
実
習
で
実
際
の
現
場
に
お
い
て
の
作
業
環
境
測
定

を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。
分
析
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
を
企
業
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

そ
の
よ
う
な
場
所
に
危
険
が
潜
ん
で
い
る
の
か
な
ど
を
話
す
な
ど
し
て
、“

予
防”

に
視
点
を
向
け
て
取
組
ん

で
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。  (

大
井
川
怜
亜)

杉浦裕さんを偲ぶ会　開催される

＊　６月２日、昨年４月に亡くなった杉浦裕さんを偲ぶ会が名古屋で開催
されました。

＊　杉浦さんは、１９９５年にお父さんの杉浦医院を引き継ぎ、日常診療
を行いながら、地域の労働組合ともに名古屋労災職業病研究会を立ち上げ、
アスベスト問題や外国人労働者の労災問題に取り組むと同時に、笹島の路
上生活者の医療問題にも取り組み、２００２年に愛知県弁護士会人権賞を
受賞しました。昨年、まだまだこれからという５９才で亡くなりました。

＊　偲ぶ会には、名古屋労災職業病研究会に参加する労働組合や外国人医療センター、笹島診療所を中心に路上生活
者の支援をしている看護師などの医療関係者、杉浦さんが大学時代に没頭していたサッカー部の同僚など約４０名が
参加しました。冒頭、中京テレビが名古屋の寄場である笹島で、年末年始の健康相談を杉浦さんがやっている様子を
取材したビデオが流されました。末期がんの医師が路上生活者の健康相談をしているという映像ですが、何の気負い
もなく淡々と当たり前のように健康相談をしている杉浦さんの姿に会場の皆さんは感銘を受けていました。

＊　その後、サッカー部の同僚であり、２０１１年の愛知県知事選挙に立候補した御園慎一郎さんがあいさつされま
した。病を押して後援会長を引き受けてくれた杉浦さんに対する感謝を述べるとともに彼のサッカー部時代の思い出
を語られました。その後、参加した全員から一言ずつ杉浦さんへの追悼、思い出などを語りました。皆さん異口同音に、
杉浦さんの飾らない人柄、気負いなく様々な活動を進めていた姿を語りながら、これからという時に亡くなった杉浦
さんを惜しむ声が聞かれました。
＊東京労働安全衛生センターの私たちも、東京東部労災職業病研究会創設以来の長年の仲間を失い残念でなりません。
しかし、杉浦医院は森亮太さんという後継者を得、名古屋労災職病センターの活動も地元スタッフによってしっかり
と引き継がれています。杉浦さんも一安心していることと思います。       
       東京労働安全衛生センター代表理事　平野　敏夫

【2002年TOSHC総会で。
名古屋労職研からの挨拶をする杉浦裕さん】

327 号(2013.06)



《センターから》

●2013サマーフィールドワーク
  センター事務局　仲尾豊樹    …1

●除染労働者を食い物にするゼネコン・下請け業者
　－特殊手当１万円のピンはね、ズサンな被ばく対策を許すな！ …4
  
  
●大気汚染防止法改正へ      …7

《活動報告》

　　 自治千葉7/6労働安全の学習会
 7月6日江東クロムウォッチングに参加   

 被災地のアスベスト対策プロジェクト
 7月、気仙沼、女川、石巻
 8月、南相馬の調査活動     …8

《相談から》

●会社の命令がないから
　持ち帰り残業は業務外？
 脳卒中で倒れた中国人労働者への許し難い業務外決定 …9

●築炉工Ｙさんの労災申請     …10

＊リレーエッセイ・・・思い出のラジオ　
   　平野 敏夫（センター代表理事）  …12

- index -

■

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

息
苦
し
い
ほ
ど
の
暑
さ
の
な
か
で
、
翌
日
の
予
想
気
温

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
び
、
が
っ
く
り
肩
を
落
と
す
８
月
の

日
々
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
本
番
を
迎
え
る
秋
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｃ
に
と
っ
て
は

毎
年
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
連
続
講
座
、
そ
し
て
東
京
安
全

学
校
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
季
節
で
す
。

　

集
ま
っ
て
く
れ
る
み
な
さ
ん
と
、
た
く
さ
ん
の
発
見
と
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
と
期
待
し
て
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!

そ
し
て
・
・
・

■

来
る
10
月
１
日
〜
７
日
は
全
国
労
働
衛
生
週
間
!!

あ
な
た
の
職
場
で
、
組
合
で
、

　
　
　
　
　

安
全
と
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
会
を
企
画
し
ま
せ
ん
か
？
？

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｃ
で
は
学
習
会
、
講
演
会
な
ど
へ
の
講
師
派
遣
、
学
習
会
企
画
な
ど
を
承
り
ま
す
。

詳
し
く
は
い
ず
れ
も
、
各
チ
ラ
シ
で
、
チ
ェ
ッ
ク
で
す
!!

　

328号(2013.07-08)



《センターから》
●介護職場の腰痛予防対策は待ったなし！
  センター事務局長　飯田勝泰   …1

●2013メコンデルタ
  センター事務局 仲尾豊樹   …4

●今年も始まりました！メンタルヘルス連続講座
 「日常診療の現場から」     …8
  
  
《活動報告》
　　 9月4日　   石綿小林裁判勝訴報告会   …11   
 9月19日　建設じん肺ひまわり会総会
 

＊リレーエッセイ・・・思い出のラジオ　
   　飯田　勝泰（センター事務局長）  …12

- index -

■

夏
と
秋
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
、
今
年
の
秋
は

短
く
終
わ
っ
て
し
ま
い
そ
う
・
・
・
。

■

セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
ル
ー
ト
は
様
々
で
す
。
労
働
組
合

や
行
政
相
談
窓
口
か
ら
の
ご
紹
介
。
知
り
合
い
の
口
コ
ミ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
に
よ
る
問
い
合
わ
せ…

新
規
、

リ
ピ
ー
タ
ー
含
め
て
電
話
が
鳴
り
ま
す
。

■

労
災
相
談
は
お
手
持
ち
の
資
料
を
拝
見
し
な
が
ら
、
ど

ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
出
来
る
か
を
直
接
じ
っ
く
り
お
話
し
を

し
な
が
ら
の
面
談
が
重
要
で
す
。
だ
か
ら
電
話
相
談
は
「
ほ

ん
の
入
り
口
」
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
「
ほ
ん
の
入
り
口
」

に
た
ど
り
着
け
な
い
方
々
も
ま
だ
ま
だ
多
い
は
ず
で
す
。

■

す
で
に
会
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
お
配
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
秋
、
セ
ン
タ
ー
で
は
労
災
相
談
へ

の
案
内
用
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
新
た
に
作
り
ま
し
た
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｃ
に
相
談
し
て
み
た
ら
ど
う
？
」
と
ご
紹
介
い

た
だ
く
と
き
に
ぜ
ひ
一
部
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
事
務
局
か
ら
必
要
部
数
を
お
送
り
し
ま
す
。

329号(2013.09)



《センターから》
●12・13日比谷野音へ
　労働法制の規制緩和と貧困問題を考える市民大集会に参加を！
   センター事務局長　飯田勝泰  …1

《センターから》
●2013メンタルヘルス連続学習講座
 第２回　10月3日
 パワーハラスメントを巡る現状と課題   …2

●寄稿　音威子府訪問記
 「自然由来のアスベスト」調査    …6
   中皮腫・じん肺・アスベストセンター   事務局長   永倉冬史
  
 中皮腫・アスベスト疾患患者と家族の会関東支部
 患者会100回記念懇親会
  
  患者と家族の会　関東支部　福原由美  …7
  

★2013年度　東京労働局交渉要請書    …8
   
 
《相談事例》 一人親方のじん肺続発性気管支炎
  センター事務局／ひまわり診療所　高山俊雄 …11

＊リレーエッセイ・・・思い出のラジオ　
   　センター事務局  　加藤浩次  …12

- index -

■

公
園
の
木
々
の
葉
も
、

　
　
　
　

赤
や
黄
色
に
色
づ
く
季
節
で
す
。

■

こ
の
と
こ
ろ
、
テ
ー
プ
起
こ
し
作
業
が
重
な
り
ま
し

た
。
メ
ン
タ
ル
疾
患
の
労
災
申
請
に
関
連
し
、
パ
ワ
ハ
ラ

や
退
職
強
要
の
事
実
を
示
す
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
で

取
っ
た
録
音
を
文
字
に
起
こ
し
て
提
供
す
る
た
め
で
す
。

■

体
調
を
崩
し
て
休
ん
で
い
る
相
談
者
は
労
災
の
資
料

づ
く
り
に
苦
労
し
ま
す
。
特
に
職
場
で
の
暴
言
や
嫌
が
ら

せ
な
ど
の
録
音
記
録
を
文
字
に
起
こ
す
作
業
は
大
変
ス

ト
レ
ス
が
か
か
り
ま
す
。

何
と
か
そ
の
負
担
の
軽
減
を
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

■

相
談
者
に
替
わ
っ
て
テ
ー
プ
を
聞
き
進
ん
で
い
く
と
、

だ
ん
だ
ん
、
こ
ち
ら
ま
で
悔
し
く
な
っ
た
り
、
怒
り
が
こ

み
上
げ
て
き
た
り
し
ま
す
。

身
を
守
る
た
め
と
は
い
え
、
職
場
で
の
こ
う
し
た
事
実
を

記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
労
働
者
の
切
迫
し
た
実
情

を
重
う
と
暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
本
誌
掲
載

「
第
二
回
、
メ
ン
タ
ル
学
習
講
座
」
で
金
子
雅
臣
さ
ん
が
、

指
摘
さ
れ
た
職
場
の
人
権
意
識
へ
の
取
組
み
の
必
要
性

を
、
繰
り
返
し
実
感
し
ま
す
。
（
Ｕ
）

330号（2013.10)



《センターから》

●第21回東京安全衛生学校
 労働者による自主生産企業で安全衛生を学ぶ  …1

《活動報告》
●じん肺・アスベスト被害の補償・救済と予防強化を
 茨城労働局、日立労基署に要請    …4

●2013メンタルヘルス連続学習講座《第３回11月7日》
 職場・社会復帰への課題     …6
     

＊日本公衆衛生学会自由集会（三重県津市）
 ＷＩＮＤＹ報告会を開催     …7
  

   《寄稿》　

    ＊首都高会社の終わりなき「安全対策」と無責任構造体質　

      ハイウエイ共闘　事務局長　榮谷竹生  …8
   

　    ・11/11移住連 秋の省庁交渉　労働分野等　交渉参加  …10

　    ・11/30 石巻での集いを開催　被災地のアスベスト対策を！

　    ・測定実習!!
 

   《相談から》 
    食品工場のヨーグルト滅菌工程で
    過酸化水素水による喘息等呼吸器症状が労災認定   …11

   

- index -

■

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｃ
を
ご
支
援
い
た
だ
き

 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■

安
倍
内
閣
の
強
権
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ

ん
。
福
島
第
一
原
発
は
事
故
収
束
と
は
程
遠
い
状
況
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
無
反
省
に
も
原
発
再
稼
働
、
原
発

輸
出
を
進
め
て
い
ま
す
。

■

国
会
周
辺
を
埋
め
尽
く
し
た
人
々
の
反
対
の
声
を
押

し
切
り
、
特
定
秘
密
保
護
法
を
強
行
採
決
。
雇
用
特
区
構

想
、
解
雇
制
限
の
緩
和
、
労
働
時
間
規
制
の
撤
廃
、
労
働

者
派
遣
の
全
面
自
由
化
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
闘
い
の
歩
を
緩
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

■

デ
モ
や
集
会
で
私
た
ち
の
意
思
を
表
す
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
働
き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
す
私
た
ち
の
実
践

は
、
底
辺
・
草
の
根
か
ら
の
参
加
、
仲
間
作
り
、
改
善
実

行
の
積
み
重
ね
で
、
や
が
て
は
大
き
な
変
化
を
呼
び
起
こ

す
取
組
み
で
す
。

■

来
年
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｃ
の
活
動
に
注
目
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
、
ご
健
康
を
心
よ
り
祈
念

し
ま
す
。
よ
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。 

 
 

 

事
務
局
長　

飯
田
勝
泰

★
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｃ
は
年
末
12
月
28
日
よ
り
冬
期
休
暇
を

い
た
だ
き
、
新
年
１
月
６
日
か
ら
業
務
開
始
し
ま
す
。

331号(2013.11)



《センターから》

●新しい年を迎えて 　平野　敏夫  　　 …1

●東京労働安全衛生センター
　2013年度　東京労働局交渉報告 …2

《活動報告》
●東京土建江戸川支部で安全講習会  　　 …9

●2013メンタルヘルス連続学習講座《第4回12月5日》
 メンタルヘルス　予防とその対策  　　 …10     

●12/25泉南アスベスト国賠訴訟第二陣大阪高裁勝訴泉南アスベスト国賠訴訟第二陣大阪高裁勝訴   …11

＊リレーエッセイ　思い出の“ラジオ”        
  センター事務局　外山　尚紀  …12

- index -

 

《
事
務
局
》
今
年
の
抱
負

■■

ひ
ま
わ
り
診
療
所
に
勤
務
し
て
、
今
年
の

ひ
ま
わ
り
診
療
所
に
勤
務
し
て
、
今
年
の
７
月
１
日
で
丁
度

７
月
１
日
で
丁
度
1010
年
を
迎
え
た
こ

年
を
迎
え
た
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
は
恐
ら
く

と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
は
恐
ら
く
4040
年
に
は
な
る
だ
ろ

年
に
は
な
る
だ
ろ

う
。
こ
の
と
こ
ろ
の
セ
ン
タ
ー
は
多
く
の
会
員
獲
得
に
苦
労
し
て
い
る
。
財
政
基

う
。
こ
の
と
こ
ろ
の
セ
ン
タ
ー
は
多
く
の
会
員
獲
得
に
苦
労
し
て
い
る
。
財
政
基

盤
を
確
立
す
る
為
に
は
、
会
員
の
増
加
が
必
須
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て

盤
を
確
立
す
る
為
に
は
、
会
員
の
増
加
が
必
須
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て

取
り
組
み
た
い
。

取
り
組
み
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
高
山
俊
雄
）

（
高
山
俊
雄
）

■■

新
年
早
々
、
東
京
は
都
知
事
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
脱
原
発
が
選
挙
の
主
要
争

新
年
早
々
、
東
京
は
都
知
事
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
脱
原
発
が
選
挙
の
主
要
争

点
と
な
り
、
地
方
の
原
発
に
依
存
し
て
電
力
を
大
量
消
費
し
て
き
た
都
民
の
責
任

点
と
な
り
、
地
方
の
原
発
に
依
存
し
て
電
力
を
大
量
消
費
し
て
き
た
都
民
の
責
任

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

      

旧
東
部
労
災
職
業
病
セ
ン
タ
ー
に
入
局
し
て

旧
東
部
労
災
職
業
病
セ
ン
タ
ー
に
入
局
し
て
2525
年
、
四
半
世
紀
が
す
ぎ
ま
し
た
。

年
、
四
半
世
紀
が
す
ぎ
ま
し
た
。

す
っ
か
り
ロ
ー
ト
ル
の
域
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
が
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
次
世

す
っ
か
り
ロ
ー
ト
ル
の
域
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
が
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
次
世

代
の
育
成
が
最
優
先
の
課
題
で
す
。
私
た
ち
世
代
に
残
さ
れ
た
時
間
は
限
ら
れ
て

代
の
育
成
が
最
優
先
の
課
題
で
す
。
私
た
ち
世
代
に
残
さ
れ
た
時
間
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
で
通
い
続
け
た
東
北
被
災
地
の
復
興
、
い
つ
終
わ
る

い
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
で
通
い
続
け
た
東
北
被
災
地
の
復
興
、
い
つ
終
わ
る

と
も
し
れ
ぬ
福
島
第
一
原
発
の
事
故
収
束
と
廃
炉
を
見
届
け
る
た
め
、
私
た
ち
に

と
も
し
れ
ぬ
福
島
第
一
原
発
の
事
故
収
束
と
廃
炉
を
見
届
け
る
た
め
、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

い
し
ま
す
。  

　
　
　
　

 
 

 
 

 
 

　
　
　
　

（
飯
田
勝
泰
）

　
　
　
　

（
飯
田
勝
泰
）

■■

セ
ン
タ
ー
専
従
歴

セ
ン
タ
ー
専
従
歴
1010
年
目
、
年
令
も

年
目
、
年
令
も
6060
歳
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
５
年
は
働
け

歳
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
５
年
は
働
け

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
後
輩
育
成
と
次
の
我
が
目
標
整
備
の
た
め
に
あ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
後
輩
育
成
と
次
の
我
が
目
標
整
備
の
た
め
に
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
名
護
市
民
の
投
票
行
動
に
お
お
い
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
名
護
市
民
の
投
票
行
動
に
お
お
い
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

　
　
　
　

（
仲
尾
豊
樹
）

　
　
　
　

（
仲
尾
豊
樹
）

■■

福
島
第
一
原
発
事
故
問
題
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
今
年
も
自
分
が
出
来
る

福
島
第
一
原
発
事
故
問
題
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
今
年
も
自
分
が
出
来
る

こ
と
を
最
大
限
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
と
を
最
大
限
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

      

建
設
業
従
事
者
の
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患
の
取
り
組
み
で
は
デ
ー
タ

建
設
業
従
事
者
の
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患
の
取
り
組
み
で
は
デ
ー
タ

管
理
の
強
化
と
、
建
設
国
保
組
合
と
連
携
し
新
た
に
職
業
性
呼
吸
器
疾
患
の
掘
り

管
理
の
強
化
と
、
建
設
国
保
組
合
と
連
携
し
新
た
に
職
業
性
呼
吸
器
疾
患
の
掘
り

起
し
強
化
事
業
を
２
０
１
３
年
度
よ
り
取
組
ん
で
い
ま
す
。
結
果
を
出
せ
る
様
注

起
し
強
化
事
業
を
２
０
１
３
年
度
よ
り
取
組
ん
で
い
ま
す
。
結
果
を
出
せ
る
様
注

力
し
て
い
き
ま
す
。

力
し
て
い
き
ま
す
。  

 
 

 
  

 
 

 

（
加
藤
浩
次
）

（
加
藤
浩
次
）

■■

被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
全
国
へ

被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
全
国
へ    

（
外
山
尚
紀
）

（
外
山
尚
紀
）

■■

昨
年
大
晦
日
に
買
っ
た
ず
っ
と
読
み
た
か
っ
た
本
。
少
し
づ
つ
味
わ
う
よ
う
に

昨
年
大
晦
日
に
買
っ
た
ず
っ
と
読
み
た
か
っ
た
本
。
少
し
づ
つ
味
わ
う
よ
う
に

読
ん
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
栄
養
補
給
を
忘
れ
な
い
一
年
に
し
ま
す
。

読
ん
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
栄
養
補
給
を
忘
れ
な
い
一
年
に
し
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
内
田
正
子
）

（
内
田
正
子
）

332号(2013.12-2014.01)



《センターから》

●選別・排除につながるストレスチェック
  労働安全衛生法改正法案の問題点 　　 　　　…1

●有機溶剤の対策に求められること＝私感＝
　
 第２回　化学物質対策を
  中小企業の現場に有効なものとするために 
    事務局　仲尾豊樹（作業環境測定士）…2

《活動報告》

 石綿健康管理手帳の集団申請を実施－鳥取ー  　　  …6

《相談から》 　　 
 岩手県 石の建設じん肺に労災認定              …7

 石綿用の麻袋の再生作業、石綿資材の製造作業
 じん肺管理区分4石綿肺を発症              …9
            
 施設立ち上げの過重業務と管理職の責任放棄による 施設立ち上げの過重業務と管理職の責任放棄による
 経理女性職員のうつ病が業務上認定  　           経理女性職員のうつ病が業務上認定  　          …10

＊新リレーエッセイ　
 川の思い出          
    事務局　高山俊雄 　　　         …12

- index -

■

２
月
上
旬
。
毎
週
末
の
よ
う
に
降
っ
た
雪
に
東
京
も
大
混

乱
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
と
違
う
真
っ
白
な
下
町
の
景
色

の
な
か
、
雪
遊
び
に
興
じ
る
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
い
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
少
し
づ
つ
春
が
近
づ
い
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

■

東
日
本
大
震
災
３
・
11
か
ら
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

東
京
安
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
災
害
廃
棄
物
、

が
れ
き
の
処
理
に
関
連
し
被
災
地
の
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
３
年
間
に
わ
た
る
宮
城
、
岩
手
、

福
島
現
地
で
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
３
月
21
日
に
は
仙
台

市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
ン
タ
ー
で
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
３

年
、
こ
れ
か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
考
え
る
集
い
in
仙
台
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｃ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
案
内

な
ど
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

333号(2014.02)
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